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要 旨

日本理学療法学術大会における演題の中から，筋力測定機器が使用された演題を調査し，筋力測定機器の利

用状況について分析した．対象とした学術大会は，第 回（ 年），第 回（ 年），第 回（ 年），

第 回 回（ 年）であり，計 件の演題があった．

筋力測定機器を利用した演題は経年的に増加傾向にあり， 年の時点で 年時の約 倍に到達していた．

総演題数に占める筋力測定機器の利用は， ％前後であり，経年的な変化を認めなかった．等速性筋力測定器

を用いた演題数は 年から 年にかけて増加傾向であったが， 年に減少し，以降は経年的変化を認め

なかった．ハンドヘルドダイナモメーター（以下， ）を用いた演題数は 年以降，増加傾向が続いた．

そして， 年以降は，等速性筋力測定器の演題数を上回った．固定用ベルトを併用した を用いた演題

数は 年以降に出現し，経年的に急速に増加していた．そして， 年からは従来型の を利用した演

題数を上回った．

以上の結果から，筋力測定機器としては等速性筋力測定装置にかわって， の利用が増加していること

が明らかとなった．

キーワード 等速性筋力測定機器，ハンドヘルドダイナモメーター，筋力測定
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【はじめに】

筋力トレーニングは理学療法の中で，もっともポ

ピュラーな運動療法である．当然のことながら，そ

の実施に当たっては，現在の筋力値，目標となる筋

力値，トレーニング効果などについてのインフォー

ムド・コンセントが必要となる．しかし，臨床現場

では徒手筋力テストが用いられることが多かっ

た ）．

徒手筋力テストは 以上の において，筋

力が検者の主観によって判断されるため，検査結果

がどの程度の筋力低下を意味するのかについて判断

できないという欠点を持つ ）．よって，筋力トレー

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

https://core.ac.uk/display/296947461?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


ニングにおいて十分なインフォームド・コンセント

を行うためには，客観的な筋力測定機器を利用した

筋力評価の普及が必要不可欠である．

本研究では，日本理学療法学術大会において発表

された演題の中から，筋力測定機器が使用された演

題を調査することで，筋力測定機器の利用状況につ

いて分析した．

【方法】

第 回（ 年），第 回（ 年），第 回（

年），第 回 回（ 年 年）日本理学療

法学術大会の抄録集に掲載されている，計 件

の演題を対象とした．

筋力測定機器を用いて筋力評価を行った演題を抽

出し，その内容から使用された筋力測定機器を等速

性筋力測定器， （以下

），その他の筋力測定機器の 種類に分類した

（表 ）．等速性筋力測定機器の中には，固定用の

台座を有するような大型の等尺性筋力測定装置も含

めた．さらに は，従来の徒手固定によるもの

（従来型）と，固定ベルトを併用したタイプ（固定

型）に分類した（図 ）．

なお，本研究では握力計や背筋力計は除外した．

そして，筋力測定機器を利用した演題数が総演題

数に占める割合，利用されている筋力測定機器のタ

イプおよびその変遷について分析した．

【結果】

図 に総演題数と筋力測定機器を利用した演題数

の推移を示した．また，図 に筋力測定機器を利用

した演題数が総演題数に占める割合を示した．筋力

測定機器を利用した演題数は， 年以降，右肩上

がりに増加していたが，総演題数に占める割合は，

増加傾向を示さなかった．

図 に等速性筋力測定機器と およびその他

の筋力計の推移を示した．等速性筋力測定器を用い
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表 筋力測定機器の分類方法

代表的な筋力測定機器

等速性筋力測定器

・ （ 社）
・
（ 社）
・ （川崎重工業社）

固定型 ・ （アニマ社）
・ （アニマ社）

従来型 ・ （ 社）
・ （ 社）

その他 ・体重計，ばね計りなど

図 固定型

図 総演題数と筋力計を利用した演題数の推移

図 筋力計を用いた演題数の総演題数に対する比率
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た演題数は 年から 年にかけては経年的に右

肩上がりの増加傾向が認められたが， 年以降は

経年的変化を認めなかった．一方， を用いた

演題数は 年以降，経年的に右肩上がりで，

年度以降は，等速性筋力測定器の演題数を上回って

いた．

図 には固定型の と従来型の の年度

別推移を示した．固定型の を用いた演題数は

年以降に出現し，経年的に急速に増加していた．

そして， 年からは従来型の を利用した演

題数を上回った．一方，従来型の を利用した

演題数は 年から 年にかけて右肩上がりの増

加傾向が認められるが， 年から 年にかけて

減少し，それ以降は経年的変化を認めなかった．

【考察】

今回，第 回（ 年），第 回（ 年），第

回（ 年），第 回 回（ 年 年）日

本理学療法学術大会の抄録集に掲載されている，計

件の演題を対象として，筋力測定機器を用い

た演題を調査し，最近の筋力測定機器の利用状況に

ついて検討した．

年以降，筋力測定機器を用いた演題数は増加

傾向にあった．一方，全体の演題数に対しての割合

は経年的変化を認めなかった．以上のことは，客観

的な筋力測定を実施する人数は増加しているもの

の，筋力測定機器の利用者の割合が変化していない

ことを示唆している．一部の では，低価格化

が進んでいることを考慮すると，客観的な筋力評価

の重要性については未だ十分には理解されていない

かもしれない．

等速性筋力測定機器と の推移を比較する

と， 年以降は等速性筋力測定機器よりも

を用いる演題数が上回っていた．等速性筋力測定機

器は，より信頼性のある筋力測定装置である反面，

高価，操作が煩雑，携帯できないなどの欠点を有し

ている．一方， は信頼性以外では等速性筋力

測定機器に比較して優れている．これらのことは研

究発表の施設が高価な装置を使用できる研究施設か

ら，理学療法現場へ転換されてきていることを示唆

する結果ではないだろうか．

の中で，従来型と固定型を比較すると，

年以降，従来型に比べ固定型の を使用した演

題数が飛躍的に増加していた．従来型の の演

題数に変化がないことから， を利用した演題

数の増加は，固定型の の増加によるものであ

る．従来型の は被験者の筋力が大きい場合や

検者の固定力が不足した場合，その信頼性は低下す

る事が報告されている ）．一方，固定型の

の特徴は，携帯性，簡便性など従来型の良い点はそ

のままに，固定用ベルトの使用で信頼性ある測定を

可能にしている．その検者間再現性は等速性筋力測

定機器と差がなく，測定値はそれらの機器と良好な

同時的妥当性を有することが報告されている ）．

よって，従来型の よりも固定型の は現

場の筋力評価のニーズにこたえているとも言えるだ

ろう．そして，このことが機器の利用につながって

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻

図 等速性筋力測定器， ，その他の推移

図 固定型 と従来型 の推移
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いるものと考えられた．

【まとめ】

日本理学療法学術大会抄録集に掲載されている計

件の演題を対象として，筋力測定機器を用い

た演題を調査し，最近の筋力測定機器の利用状況に

ついて検討した．

客観的な筋力評価を行った演題数は増加してい

たが，全体の演題数に対しての割合には変化が無

かった．

等速性筋力測定機器に比較して， を用い

た筋力評価が増加傾向にあった．

従来型の よりも固定型の を使用し

た演題数が飛躍的に増加していた．
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